
　
岡
山
県
航
空
協
会
の
大
森
章
夫
理
事
（
三
五
万
岡
山
市
平
田

＝
の
携
帯
電
話
が
鳴
っ
た
の
竺
月
二
十
九
日
午
後
五
時
。

「
岡
山
か
ら
イ
ン
ド
に
救
後
継
を
飛
ば
し
た
い
。
力
を
貸
し

て
ほ
し
い
」
。
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
苛

波
茂
代
表
（
五
四
）
か
ら
だ
っ
た
。

　
「
や
り
ま
し
ょ
う
」
。
即
座
に
答
え
た
大
森
理
事
は
電
話
を

切
る
や
、
懇
意
に
し
て
い
る
東
京
の
航
空
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
者
に
ダ
イ
ヤ
ル
。
チ
ャ
ー
タ
ー
継
の
手
配
に
取
り
掛
か
っ

た
。

　
同
協
会
は
一
九
九
五
年
の
サ
ハ
リ
ン
地
震
、
翌
年
の
中
国

雲
南
省
地
震
の
際
に
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
救
援
継
派
遣
に
活
躍
。

イ
ン
ド
の
惨
状
を
報
道
で
知
っ
て
い
た
大
森
理
事
は
、
今
回

も
連
結
を
予
想
し
て
い
た
と
い
う
。

救
援
機

　
　
一
日
十
数
便
、
多
い
時
間
帯
に
は
五
十
分
間
隔
で
定
期
便

が
発
着
す
る
岡
山
空
港
。
使
用
申
請
を
受
け
た
岡
山
県
岡
山

空
港
管
理
事
務
所
（
岡
山
市
日
応
寺
）
は
、
滑
走
路
や
駐
機

場
所
の
調
整
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
空
港
内
の
格
納
庫
を
救
援

物
資
の
集
積
場
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
荷
物
の
積
み
込
み
な
ど
を
担
当
す
る
業
者
も
、
急
き
ょ
人

を
手
当
て
し
て
救
援
機
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
た
。
両
備

バ
ス
・
ス
カ
イ
サ
ー
ビ
ス
サ
プ
ラ
イ
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー
の
桑
原

彰
一
郎
取
締
役
（
五
七
）
は
「
め
っ
た
に
な
い
機
会
。
誇
り
を
持

っ
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
話
す
。

　
救
復
職
に
同
乗
す
る
五
人
の
支
援
チ
ー
ム
の
出
国
手
続
き

や
、
空
港
の
制
限
区
域
内
へ
の
立
ち
入
り
許
可
の
準
備
な
ど

も
、
関
係
機
関
の
協
力
で
着
々
と
進
め
ら
れ
た
。

　
出
発
を
翌
日
に
ひ
か
え
た
＝
千
一
日
正
午
ご
ろ
、
ス
タ
ッ

フ
を
青
ざ
め
さ
せ
る
事
態
が
起
こ
っ
た
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

航
空
側
が
「
（
着
陸
地
で
あ
る
）
イ
ン
ド
・
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
国

價
偕
カ
心
結
薬
七
運
航

拙
浴
蒙
Ｊ

　
そ
の
夜
に
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
航
空
の
貨
物

機
を
派
遣
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
「
救
援
機
を
飛
ば
す
の

は
久
々
。
忙
し
さ
の
中
に
も
充
実
感
が
あ
っ
た
」
と
大
森
理

事
は
話
す
。

　
出
発
は
二
月
一
日
午
後
。
残
さ
れ
た
時
間
は
二
日
半
し
か

な
か
っ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
（
岡
山
市
楢
津
）
で
は
翌
二
十
日
か
ら
、
戦

場
の
よ
う
な
日
々
が
始
ま
っ
た
。
全
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

救
援
物
資
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ペ
ル
の
調
達
、
通

胡
の
手
続
き
…
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
側
の
熱
意
に
周
囲
も
こ
た
え
た
。
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被災者らに毛布を配るＡＭＤＡ調整

員（有）。多くの人の力で救援物資
は無事、届けられた＝５日､･ラムナ
ガール村（ＡＭＤＡ提供）

際
空
港
の
着
陸
許
可
が
下
り
な
い
」
と
連
絡
し
て
き
た
の
だ
。

　
こ
こ
で
動
い
た
の
が
イ
ン
ド
の
隣
国
・
パ
キ
ス
タ
ン
出
身

で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
を
務
め
る
力
－
ン
・
マ
ハ
ム
ド
・

ザ
マ
ン
さ
ん
（
三
八
）
。
イ
ン
ド
大
使
館
や
同
空
港
に
自
ら
電
話

を
入
れ
、
被
災
者
の
た
め
の
重
要
な
便
で
あ
る
こ
と
、
一
刻

も
早
い
許
可
が
必
要
な
こ
と
を
切
々
と
説
い
た
。
そ
の
日
の

夕
方
、
同
空
港
か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
に
許
可
証
が
フ
ァ
ク
ス

さ
れ
て
き
た
。

　
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
は
領
土
問
題
な
ど
で
友
好
関
係
に

は
な
い
。
「
困
っ
た
ら
助
け
た
い
と
、
だ
れ
も
が
思
う
。
絶

対
に
飛
ば
さ
な
け
れ
ぱ
と
思
っ
た
」
と
ザ
マ
ン
事
務
局
長
は

振
り
返
る
。

　
二
月
一
日
午
後
六
時
半
す
ぎ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
空
港
関
係
者
ら
約
五
十
人
が
見
守
る
中
、
救

復
職
は
岡
山
空
港
を
飛
び
立
っ
た
。
多
く
の
人
々
の
熱
い
思

い
を
乗
せ
て
。

　
こ
の
連
載
は
社
会
部
・
中
田
秀
哉
、

が
担
当
し
ま
し
た
。

小
野
暁
、

井
上
達
吾

｢助けたい｣熱い思い乗せ
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